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「自然体験や体験的な学習活動の大切さ」 

                                                             副校長   小川 康介 

新緑と爽やかな風の中で過ごした５月が過ぎ、初夏の香りが漂う頃となりました。毎朝、校庭や校舎

を見回っていると、朝の気温が、少しずつ高くなっていくのが分かります。今年度、４月より着任いたしま

した、副校長の小川康介と申します。たった２か月ですが、学校教育活動を行う中で、学校が様々な

方々に支えられているのだと実感する場面がたくさんあり、とても感動いたしました。宮谷小学校は、地

域の皆様に支えられ、愛情をもって見守られています。地域の皆様とともに歩んでいけるような授業づ

くり・学校づくりをしたいと考えています。よろしくお願いいたします。 

少し前のことになりますが、皆さまは、どのようなゴールデンウイークをお過ごしになられたでしょう

か？私は、娘（５歳）と近所の公園や草むらに行き、娘が大好きなテントウムシを捕まえたり、捕まえたテ

ントウムシを図鑑で観察したりして過ごしました。テントウムシの幼虫やサナギの存在を知り、アリやア

ブラムシの観察などに広げていき、娘は驚きながらも、とても喜んでいました。この体験の記憶は、大人

になった娘の記憶にどの程度残っているかは分かりませんが、自分自身の子ども時代の記憶を振り

返ると、海や川で遊んだり、かぶと虫を捕まえたりした、自然と触れ合った体験の記憶が、とても多いと

いうことに気づかされました。 

そこで、興味深い特集記事を以前読んだので、その一節を紹介します。独立行政法人「国立青少年

教育振興事業」の調査結果によると、「子どもの頃（中学生まで）の自然体験や体験的な学習活動

が豊富な人ほど、高校生になってからの共生感や意欲・関心・人間関係能力、職業意識などの資質・

能力が高い傾向にある。また、日本人が特に低いと言われている自己肯定感が身に付く。（省略）この

調査結果から、子どもの健やかな成長にとって、子どもの頃の自然・生活文化・社会体験、地域の活

動体験、家族行事などの体験がいかに大切であるかがわかるとともに、子どもの頃の体験は豊かな

人生の基盤となっていると言える」という記事です。特に、この記事の中では、子ども達にとって驚きと

感動、発見と学習があふれる世界である自然体験や体験的な学習活動の大切さを強調しています。 

体験を通した子どもの育成は、小学校教育では、欠かせない活動です。本校でも「豊かな学びの中

で、本気で探究する子どもの育成を目指して」をテーマに、生活科と総合的な学習の時間を中心に、

多くの体験学習に取り組んでいます。教科書から学ぶ授業だけではなく、たくさんの人と出会い、たく

さんのものに触れ、たくさんのことから感じる授業を目指しています。子ども達のそのような体験を通し

て得られる、探究心と身近な事象への学習意欲を高めて、「できた！」という自己有能感を大切にし、

自然や自分を育ててくれた宮谷のまちと命あるものを大切にする気持ちを育てたいと思います。 
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○「Ｒ４年度 学校ガイドブック」を配付します。 

  今年度の本校の教育活動・重点取組や、諸手続き等についての説明についてまとめた「学校ガイ

ドブック」を、６月上旬に家庭数で配付します。５月２０日に実施予定であった学校説明会の資料

となっております。目を通していただきますようお願いいたします。内容についてのお問合せがあ

りましたら、学校までお知らせください。 

 

○土曜参観 ６／２５(土) 

平日の参観が難しい保護者の方にも学校の様子を見ていただく機会として、土曜参観を計画して

います。次のような感染対策を講じた上での実施となります。ご理解とご協力をお願い致します。 

・参観時間を、学年・地区別グループで指定させていただきます。 

時間 
朝 

8:25～8:40 

１校時 

8:45～9:30 

２校時 

9:35～10:20 

３校時 

10:40～11:25 

４校時 

11:30～12:15 

参観 

創立記念式 

(放送) 

※参観なし 

２・４・６年 

（地区別 

   Aグループ） 

１・３・５年 

（地区別 

Aグループ） 

２・４・６年 

（地区別 

Bグループ） 

１・３・５年 

（地区別 

Bグループ） 

・参観は、児童１名につき１人となります。 

・来校前に検温・健康観察を行い、体調不良の際は来校を見合わせ学校までご連絡ください。 

（電話：311-2468） 

・お子様のクラス以外の参観はお控えください。 

・ご来校の際は、上履き持参の上、マスクと保護者札をご着用いただき、各昇降口にて受付を 

通ってください。（手指消毒用アルコールをご使用ください。） 

  ・自家用車・自転車での来校はできません。公道や公園等への駐輪はおやめください。 

   

授業内容等につきましては、６月中旬にお知らせを配付しますので、ご確認ください。ご理解と

ご協力をお願いします。 

 

～ 児童支援専任より ～ 

〇近頃、市内で児童生徒への声かけ事案が複数発生しています。学校でも、 

・下校の際は、できるだけ複数人で帰る。また、寄り道をしない。 

・遊んでいるときにも、夕方５時までには家に着くようにする。 

・知らない人に声をかけられてもついていかない。近くの大人に助けを求める 

ことを繰り返し指導しています。各ご家庭でもお話していただけたらと思います。 

 

〇朝の登校時刻は、８：００～８：１０です。子どもたちの安全のためにも、８：００前の登校

は避けていただきますようご協力お願いいたします。 

 

〇学校外の過ごし方について、「子どもたちだけで繁華街へ行かない」「友達とおごる・おごら

れるはしない」ことを繰り返し指導しています。しかしながら、「家の人に許可をとった」な

ど家庭のルールが学校の指導と異なる場合があるようです。原則として学校外では、保護者の

方の管理下で過ごすことになりますが、学校では子どもたちの安全を守るために上記のルール

を指導しています。ご家庭でもお子様と話をしていただければと思います。 

お知らせとお願い 

 


